
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上の趣旨をもとに、平成２７年７月１８日（土）、平成２７年度７月企画といたしまして、 

“地曳網の大研究”を開催いたしました。 

 

○集合・日程説明 

○白浜海岸にて地曳網体験 

○カニ汁のお振舞・昼食 

 

 

 

マリエント「ちきゅう」たんけんクラブ  

     ～ 地曳網の大研究 ～ 

 平成２７年７月のマリエント「ちきゅう」たんけんクラブ活動をご報告します。 

○「海から拓けたまち八戸」といわれる八戸の昔の漁業方法や、八戸の海に生息している生き物について学ぶ。 

○地曳網体験を通し、参加者全員で協力して網を引くことで、「チームワーク」と「達成感」を体感する。 

○公共のバスを利用し移動することで、クラブ会員の公共の場でのマナーを身につける。 

〈次第〉  



～日程説明～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～地曳網体験～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マリエントで、事前説明を受

けた後、ワンコインバスで 

白浜海岸へ向かいました。 

今回指導してくださる、南浜漁協の深

川修一様に挨拶の後、待機していた船

が網を仕掛けていきます。 

皆、感心深く見守ります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さあ、それでは地曳網スタートです！ 

皆で力を合わせ 

ひっぱれ、ひっぱれー！ 

参加者の顔が険しくなってきた頃、 

網が見えてきました！ 

何か入ってる―――！という声が・・・ 

さあ、どんな魚が撮れたかな？ 

八戸の海にはどんな生き物がいるのか、 

興味津々で、網の中を覗きます。 

網の中には、ヒラツメガニ、ヒラメ、フグ、

サヨリ、ヌマガレイなどが入っていました。 



～カニ汁のお振舞・昼食～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後となりましたが、今回お世話になった南浜漁協 漁業指導士 深川修一様をはじめ、漁業者の皆様

には、大変お世話になりました。改めて御礼申し上げます。ありがとうございました。 

自分達で獲った魚は、自分達で運

びます。 

運びながらも、まだ元気に動いて

いる生き物を観察していました。 

ヒラツメガニを使った 

カニ汁のお振舞もありま

した。 

各自お昼をとった後は、 

海岸のゴミ拾いをおこないました。 

クラブ会員も花火のゴミなど、こん

なに落ちているとは、思ってもいな

かったようです。 


